
〔活動交付金〕

様式第２３号（第５条関係）

年 月 日

笠岡市長　殿

年 月

１　変更交付申請額 円

　 （交付金決算額）

　〔内訳〕 （単位：円）

２　交付金が減額変更になった理由

【添付書類】

（１）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）活動実績明細書（様式第２４号）

（２）笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）収支決算書

（３）支払書類（レシート等）の原本（活動ごとに取りまとめたもの）

（４）事業の実施状況がわかる写真及び成果品

（５）その他参考となる書類

150,347

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式第２５号又は様式第２５号の１）

交付決定額　① 返還額　④

イノコミプロジェクト事業については、コスト削減に努めたため。
花いっぱい事業については、当初計画通りの活動が出来ず、活動の見直しをしたため。

当該年度支出額　② 次年度繰越額　③

648,688 467,908 30,433

ついて，次のとおり交付額の変更を申請します。併せて，次のとおり活動が完了したので，

笠岡市魅力あるまちづくり交付金交付要綱第５条の規定により関係書類を添えて報告します。

記

498,341

変更交付申請額（交付金決算額）

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）

変更申請書（兼）実績報告書

令和 5 4 1 日付け笠岡市指令協第 270 号で交付決定を受けた交付金に

協 議 会 名 今井地区まちづくり協議会

協議会長名 会長 小寺　主

令和 6 3 31

所 在 地 笠岡市今立２３９９



〔活動交付金〕

様式第２４号（第５条関係）

協議会名

１　目的，活動実施により期待される効果

 

２　実施期間

年 月 日 ～ 年 月 日

（計画期間 年目）

３　実施場所

４　活動に関わった人数・団体

○総人数： 人（ア＋イ）

　（内訳）企画運営に関わった人数： 人（ア）

　　　　　その他関係人数（当日参加者等）： 人（イ）

○団　体： （団体名） ，（団体名）

（団体名） ，（団体名）

５　実施内容

６　決算額

円（うち交付金分 円）

７　活動実施による成果及び課題

 

【

目
的
】

県道沿いの空き地にゴミが投げ捨てられ地域住民として恥ずかしい限り、空き地に花を植え、住みよいまちになる
ようにとの願いから「ふれあい花壇」を作る事とした。

【

効
果
】

県道沿いのスペースに花壇を作り花を植え、地域住民や通行者の心を癒す施設となる。

県道６０号線、今立から笠岡に向かう場所。その地今井公民館、今井地区まちづくり協議会事務所など。

企画提案通りには活動は進まず、花の品種の見直し、旱魃により当事業継続に向けて根本的再検討等を行った。（別紙
活動内容添付）

【

成
果
】

例年同様の活動は出来ないの壁に当たったが、活動継続できないかの声のなか、「新しい今井づくり」という目標
で耕作放棄地との利活用と組み合わせることが出来た。

【

課
題
】

思いのある仲間に声かけすること。

95,196 95,196

年中

142

12

130

活 動 名 花いっぱい事業（いつまでも住み続けたいと思うまち）

前年から
の繰越金

令和 5 4 1 令和 6 3 31

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）活動実績明細書

今井地区まちづくり協議会

活動Ｎｏ 1

なしあり



〔活動交付金〕

様式第２５号（第５条関係）

協議会名

【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

　市交付金の余剰金 ①－② 円

　　市交付金の余剰金のうち

　　　　　　　次年度繰越額 ③ 円 返還額　④ 円

※　収入及び支出の区分欄は，適宜変更して使用すること。

計 200,000 95,196 104,804
決算額のうち市交付金分

② 95,196

104,804

0 104,804

0

0

0 15,000 0 15,000 〃

0 0 0 〃

使用料及び賃借料 10,000 0 10,000 〃

備品購入費 0 0 〃

需用費 175,000 95,196 79,804 〃

役務費 0 0 〃

報償費 0 0 別紙「出納簿」のとおり

旅費 0 0 〃

計 200,000 95,196 104,804

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

0

0

その他収入 0 0 0

0

活 動 名 花いっぱい事業（いつまでも住み続けたいと思うまち）

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

市交付金 ① 200,000 95,196 104,804 当該年度分

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）収支決算書

今井地区まちづくり協議会

活動Ｎｏ 1



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 4 22 210 210
2 4 22 10 220
3 6 6 1,000 1,220
4 7 21 1,100 2,320
5 6 28 25,600 27,920
6 7 23 25,600 53,520
7 8 23 2,980 56,500
8 9 7 2,400 58,900
9 12 2 1,314 60,214
10 12 9 5,948 66,162
11 12 26 1,173 67,335
12 6 1 2 2,088 69,423
13 2 8 1,400 70,823
14 2 8 2,580 73,403
15 2 5 16,293 89,696
16 3 11 1,700 91,396
17 3 11 1,800 93,196
18 3 11 2,000 95,196
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

95,196

交付金区分 活動交付金

活動名 花いっぱい事業（いつまでも住み続けたいと思うまち）

費目 需用費

No. 1
↑ドロップダウンリスト
から選んでください。

No.1　小　計　　

ユーホー 1/10、1/21牛糞堆肥、バーク堆肥

ユーホー 2/5赤玉、バーク堆肥、菜種油粕等

堂店 3／2お茶代１７本×@100
堂店 3／10お茶代１8本×@100
堂店 3／17お茶代20本×@100

ユーホー 花の土　2×＠657
　　〃 肥料として油粕・化学肥料・石灰

　　〃 バーク肥料2×＠258・花の土

　　〃 バーク肥料3×＠258・花の土2×＠657

堂店 1/14　お茶代14×＠100

堂店 6/10 お茶代11×＠100
マルマン商店 2023/6/28赤そば種代2kg
マルマン商店 7/23 赤そば種代　2kg
ホームプラザナフコ 牛糞肥料　　　10袋×40L
堂店 紅そばの種まき24×＠100 (お茶代)

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ローソン コピー代
ローソン コピー代
堂店 4/1　お茶代10×＠100



〔活動交付金〕

（令和 年度 ）

※評価点について

計画段階

実施段階

振り返り

例年同様の活動は出来ないの壁に当たったが、活動継続できないかの声
のなか、「新しい今井づくり」という目標で耕作放棄地との利活用と組
み合わせることが出来た。

思いのある仲間に声かけすること。

活動の牽引メンバーが、あて職中心でなく思いのあるメンバーとなった。耕作放棄地対策と含めて新しい展
開が期待できる。

今井地区まちづくり協議会

活動名 花いっぱい事業（いつまでも住み続けたいと思うまち）

活動目的

県道沿いの空き地にゴミが投げ捨てられ地域住民として恥ずかしい限り、空き地に花を植え、住みよいま
ちになるようにとの願いから「ふれあい花壇」を作る事とした。

実施内容

企画提案通りには活動は進まず、花の品種の見直し、旱魃により当事業継続に向けて根本的再検討等を行った。（別
紙活動内容添付）

活動段階 評価項目 評価点

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名

地域のニーズに合致した活動ができたか。 3
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 3
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 2
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 2

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 2
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 2
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 2
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 3
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 2

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 2
活動の目的・効果を地域のみんなで共有することができたか。 2
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 2
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 2
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 3

5 No. 1



〔活動交付金〕

様式第２４号（第５条関係）

協議会名

１　目的，活動実施により期待される効果

 

２　実施期間

年 月 日 ～ 年 月 日

（計画期間 年目）

３　実施場所

４　活動に関わった人数・団体

○総人数： 人（ア＋イ）

　（内訳）企画運営に関わった人数： 人（ア）

　　　　　その他関係人数（当日参加者等）： 人（イ）

○団　体： （団体名） ，（団体名）

（団体名） ，（団体名）

５　実施内容

６　決算額

円（うち交付金分 円）

７　活動実施による成果及び課題

 

【

目
的
】

今井地区でも、イノシシが休耕地・農地を走り、ゲシを壊し、里にも出没するようになりました。このままでは、
被害が拡大し地域は崩壊していきます。そこで、地区が元気になる仕組みづくりとしてイノシシ駆除プロジェクト
を立ち上げる。

【

効
果
】

私たちの生活は守られ、地区コミュニケーションの活性化が期待される。

今立・園井・馬飼地区にての駆除体制ができたので、今年度は残る広浜地区にて狩猟免許取得を目指し、今井全域にて
のイノシシ駆除を対象とする。

活動3年目となり、残る広浜地区にて狩猟免許取得を確保し、今井全地域を地域住民組織としてイノシシ駆除すること
を目指す。また、昨年度より本格化したジビエ化は、仕組みづくりを強化するとともに、ジビエの普及に外部の応援も
いただきながら当協議会カフェ“今井うまいや”にてメニュー化を目指す。

【

成
果
】

園井班４３頭、今立班１０頭、馬飼班１５頭　計６８頭と予想以上の捕獲数となった。今年度、広浜地区にての狩
猟免許取得者は確保することが出来なかった。しかし、ジビエ試食会において、地区外より今井の狩猟活動に関心
を持っていただくことが出来ている。

【

課
題
】

イノシシを狩猟して焼却場で処分する。この後ろ向きな作業を止め、食肉等として活用していく。この活動に切り
替えていかないと地域としての広がりは止まり、活動は中断する時期にきている。

290,457 290,457

3 年中 3

373

156

217

今井うまいや

活 動 名 今井イノコミプロジェクト

前年から
の繰越金

令和 5 4 1 令和 6 3 31

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）活動実績明細書

今井地区まちづくり協議会

活動Ｎｏ 2

なしあり



〔活動交付金〕

様式第２５号の１（第５条関係）

協議会名

【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

＜交付金内訳＞

※　収入及び支出の区分欄は，適宜変更して使用すること。

市交付金　

計 336,000 290,457 45,543

0
うち次年度繰越額 ③ 0 (次年度繰越額)

うち返還額 ④ 45,543

決算 (Ⅱ)のうち ② 234,145 ⑥ 56,312

余剰金 ①－② 45,543 ⑤－⑥

当該年度分 前年度からの繰越分

予算 （Ⅰ）のうち ① 279,688 ⑤ 56,312

0

決算額のうち市交付金分　②+⑥

290,457

公課費 46,000 36,900 9,100 〃

0 0 0 〃

使用料及び賃借料 0 0 〃

備品購入費 67,000 0 67,000 〃

需用費 156,000 194,007 △ 38,007 〃

役務費 67,000 59,550 7,450 〃

報償費 0 0 別紙「出納簿」のとおり

旅費 0 0 〃

計 336,000 290,457 45,543

区　　分 予算額 決算額 差引 摘　　要

0

0

その他収入 0 0 0

0

① 279,688 ② 234,145 45,543 当該年度分

⑤ 56,312 ⑥ 56,312 0 前年度からの繰越分

今井地区まちづくり協議会

活動Ｎｏ 2

活 動 名 今井イノコミプロジェクト

区　　分 予算額(Ⅰ） 決算額（Ⅱ） 差引 摘　　要

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）収支決算書



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 4 14 1,496 1,496
2 5 29 1,440 2,936
3 6 10 4,664 7,600
4 9 1 36,151 43,751
5 9 8 1,078 44,829
6 9 8 1,740 46,569
7 6 1 21 19,948 66,517
8 1 21 41,800 108,317
9 3 10 75,790 184,107
10 3 11 9,900 194,007
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

194,007

交付金区分 活動交付金

活動名 今井イノコミプロジェクト

費目 需用費

No. 1
↑ドロップダウンリスト
から選んでください。

No.1　小　計　　

ホリデイ ワイヤーグリップ・異型丸剛

ホリデイ ネグロスダクターチャンネル

ホリデイ アングル30型・丸ねじ・ワイヤー

ホリデイ 水性ラッカースプレー
笠岡グリーンセンター もみがら袋＠870／10枚×2
ホリデイ ワイヤーグリップ・異型丸剛

ホリデイ ステンレスワイヤー

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ホリデイ 箱わな用丸ねじ
笠岡グリーンセンター いのしし搬送用ポリ袋（もみがら袋）

ホリデイ 箱わな用ワイヤー



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 8 3 5,800 5,800
2 10 6 12,600 18,400
3 10 6 1,800 20,200
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

20,200

交付金区分 活動交付金

活動名 今井イノコミプロジェクト

費目 役務費 手数料

No. 1
↑ドロップダウンリスト
から選んでください。

No.1　小　計　　

出     納     簿

支払先 摘　　　要
井笠食品衛生協会 狩猟免許更新手数料2名分
農政水産課 狩猟者登録手数料7×＠1800
農政水産課 狩猟者登録手数料1名分



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 9 27 30,060 30,060
2 10 3 4,290 34,350
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

34,350

交付金区分 活動交付金

活動名 今井イノコミプロジェクト

費目 役務費 保険料

No. 1
↑ドロップダウンリスト
から選んでください。

No.1　小　計　　

出     納     簿

支払先 摘　　　要
さかもと保険 賠償責任保険（団体7名分）
さかもと保険 賠償責任保険（追加1名分）



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 8 20 5,000 5,000
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

5,000

交付金区分 活動交付金

活動名 今井イノコミプロジェクト

費目 役務費

No. 1
↑ドロップダウンリスト
から選んでください。

No.1　小　計　　

出     納     簿

支払先 摘　　　要
岡山県猟友会 狩猟初心者講習会受講料



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 10 6 28,700 28,700
2 10 6 8,200 36,900
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

36,900

交付金区分 活動交付金

活動名 今井イノコミプロジェクト

費目 公課費

No. 1

No.1　小　計　　

出     納     簿

支払先 摘　　　要
農政水産課 狩猟税7×＠4100
農政水産課 狩猟税　１名分



〔活動交付金〕

（令和 年度 ）

※評価点について

計画段階

実施段階

振り返り

園井班４３頭、今立班１０頭、馬飼班１５頭　計６８頭と予想以上の捕
獲数となった。今年度、広浜地区にての狩猟免許取得者は確保すること
が出来なかった。しかし、ジビエ試食会において、地区外より今井の狩
猟活動に関心を持っていただくことが出来ている。

イノシシを狩猟して焼却場で処分する。この後ろ向きな作業を
止め、食肉等として活用していく。この活動に切り替えていか
ないと地域としての広がりは止まり、活動は中断する時期にき
ている。

イノシシ捕獲から活用への流れをつくること。

今井地区まちづくり協議会

活動名 今井イノコミプロジェクト

活動目的

今井地区でも、イノシシが休耕地・農地を走り、ゲシを壊し、里にも出没するようになりました。このま
までは、被害が拡大し地域は崩壊していきます。そこで、地区が元気になる仕組みづくりとしてイノシシ
駆除プロジェクトを立ち上げる。

実施内容

活動3年目となり、残る広浜地区にて狩猟免許取得を確保し、今井全地域を地域住民組織としてイノシシ駆除すること
を目指す。また、昨年度より本格化したジビエ化は、仕組みづくりを強化するとともに、ジビエの普及に外部の応援
もいただきながら当協議会カフェ“今井うまいや”にてメニュー化を目指す。

活動段階 評価項目 評価点

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名

地域のニーズに合致した活動ができたか。 3
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 4
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 4

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 3
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 4
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 3
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 3
活動の目的・効果を地域のみんなで共有することができたか。 4
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 4

5 No. 2



〔活動交付金〕

様式第２４号（第５条関係）

協議会名

１　目的，活動実施により期待される効果

 

２　実施期間

年 月 日 ～ 年 月 日

（計画期間 年目）

３　実施場所

４　活動に関わった人数・団体

○総人数： 人（ア＋イ）

　（内訳）企画運営に関わった人数： 人（ア）

　　　　　その他関係人数（当日参加者等）： 人（イ）

○団　体： （団体名） ，（団体名）

（団体名） ，（団体名）

５　実施内容

６　決算額

円（うち交付金分 円）

７　活動実施による成果及び課題

 

【

目
的
】

当地で捕獲したイノシシの尊い命を地域資源として有効に活用し地域を元気にする。

【

効
果
】

ジビエの普及を務め、需要を広めていくことは、ジビエは商品化されビジネスとして持続的活動に繋がり、また、
獣害駆除への関心度は高まり、地域は、より豊かな生活をすることになる。

今井地区まちづくり協議会「今井うまいや」を中心に調理・試食を試み商品化する。

捕獲したイノシシのジビエ化への仕組みづくりを強化し、ジビエの普及に外部の応援も頂き、当協議会カフェ「今井う
まいや」でメニュー化を目指す。また、ジビエをベースにして、地区民がより元気になるために今井夏収穫祭を企画
し、まちづくり活動の啓蒙・啓発活動を行う。

【

成
果
】

「今井に来ればジビエが食べられる」の声が聞こえるようになった。しかし、今年度６８頭のイノシシ捕獲に対し
３頭しかジビエ処理できなかった。また、”今井うまいや”によるアンケート結果では、ジビエに興味のある人６
７％であった。まだまだ普及活動する余地はあると確認することが出来た。　　　ジビエによるまちづくり活動の
啓蒙啓発は順調に進んでいる。

【

課
題
】

ジビエメニューは数種トライできているが、食肉処理が近郊に施設として設立することが全ての課題解決の始まり
である。

138,567 138,567

3 年中 1

510

330

180

今井イノコミプロジェクト 今井うまいや

活 動 名 ジビエのわっか

前年から
の繰越金

令和 5 4 1 令和 6 3 31

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）活動実績明細書

今井地区まちづくり協議会

活動Ｎｏ 3

なしあり



〔活動交付金〕

様式第２５号（第５条関係）

協議会名

【収入の部】 （単位：円）

【支出の部】 （単位：円）

　市交付金の余剰金 ①－② 円

　　市交付金の余剰金のうち

　　　　　　　次年度繰越額 ③ 円 返還額　④ 円

※　収入及び支出の区分欄は，適宜変更して使用すること。

計 169,000 138,567 30,433
決算額のうち市交付金分

② 138,567

30,433

30,433 0

0

0

0 0 0 〃

0 0 0 〃

使用料及び賃借料 0 0 〃

備品購入費 0 0 〃

需用費 169,000 133,567 35,433 〃

役務費 0 0 〃

報償費 5,000 △ 5,000 別紙「出納簿」のとおり

旅費 0 0 〃

計 169,000 138,567 30,433

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

0

0

その他収入 0 0 0

0

活 動 名 ジビエのわっか

費　　目 予算額 決算額 差引 摘　　要

市交付金 ① 169,000 138,567 30,433 当該年度分

令和 5 年度笠岡市魅力あるまちづくり交付金（活動交付金）収支決算書

今井地区まちづくり協議会

活動Ｎｏ 3



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 7 30 5,000 5,000
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

5,000

交付金区分 活動交付金

活動名 ジビエのわっか

費目 報償費

No. 1

No.1　小　計　　

出     納     簿

支払先 摘　　　要
徳永製麵所 今井夏収穫祭用冷凍庫借用謝礼



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 5 26 35,000 35,000
2 6 11 1,250 36,250
3 6 10 3,644 39,894
4 6 8 2,838 42,732
5 7 2 5,054 47,786
6 6 22 10,420 58,206
7 8 9 10,080 68,286
8 8 9 14,449 82,735
9 11 30 18,000 100,735
10 6 2 8 7,785 108,520
11 2 28 23,850 132,370
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

132,370

交付金区分 活動交付金

活動名 ジビエのわっか

費目 需用費 食糧費

No. 1
↑ドロップダウンリスト
から選んでください。

No.1　小　計　　

キジトラ招福堂 イノシシ肉4kg
ハローズ等 1月27日「焼きぼたん」材料費

キジトラ招福堂 イノシシ肉5.3kg

ザ・ビッグ等 ジビエ試食会材料代
（有）マルタケ食品 夏収穫祭用沖縄そば
スイートキッチン 夏収穫祭用アイス
堂店 夏収穫祭用お茶代
コスモス等 夏収穫祭用食材費

出     納     簿

支払先 摘　　　要
キジトラ招福堂 夏収穫祭用イノシシ肉7kg
キジトラ招福堂 夏収穫祭用イノシシ骨2.5kg
（有）マルタケ食品 夏収穫祭用沖縄そば試作用



〔事務様式２〕

№ 年 月 日 支出額 支出累計
1 5 7 15 1,197 1,197
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40

1,197

交付金区分 活動交付金

活動名 ジビエのわっか

費目 需用費 消耗品費

No. 1
↑ドロップダウンリスト
から選んでください。

No.1　小　計　　

出     納     簿

支払先 摘　　　要
ナフコ 夏収穫祭用レジ袋100×＠399/100×3



〔活動交付金〕

（令和 年度 ）

※評価点について

計画段階

実施段階

振り返り

「今井に来ればジビエが食べられる」の声が聞こえるようになった。し
かし、今年度６８頭のイノシシ捕獲に対し３頭しかジビエ処理できな
かった。また、”今井うまいや”によるアンケート結果では、ジビエに
興味のある人６７％であった。まだまだ普及活動する余地はあると確認
することが出来た。　　　ジビエによるまちづくり活動の啓蒙啓発は順
調に進んでいる。

ジビエメニューは数種トライできているが、食肉処理が近郊に
施設として設立することが全ての課題解決の始まりである。

ジビエの普及活動により地域特産物として育てていきたい。近郊に食肉処理施設設立向け一段と力を入れ
たい。

今井地区まちづくり協議会

活動名 ジビエのわっか

活動目的

当地で捕獲したイノシシの尊い命を地域資源として有効に活用し地域を元気にする。

実施内容

捕獲したイノシシのジビエ化への仕組みづくりを強化し、ジビエの普及に外部の応援も頂き、当協議会カフェ「今井
うまいや」でメニュー化を目指す。また、ジビエをベースにして、地区民がより元気になるために今井夏収穫祭を企
画し、まちづくり活動の啓蒙・啓発活動を行う。

活動段階 評価項目 評価点

活動の成果 現状と課題

今後の活動の方向性・改善策

自己評価シート

協議会名

地域のニーズに合致した活動ができたか。 4
活動の成果や課題を共有し、今後の活動に向けて話し合うことができたか。 4
活動をとおして、地域の中でまちづくり協議会の周知と理解を深めることができたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題を地域に地域に向けて周知することができたか。 4

４：よくできた　３：まあまあできた　２：あまりできなかった　１：全くできなかった

活動中、地域住民が積極的に参加できる環境づくりができたか。
（男女共同参画の推進，地域の若者などに対して活動参加への積極的な呼びかけなど） 4
活動中、参加者や協力団体とお互いの特性を活かした役割分担ができたか。 4
活動中、地域住民や協力団体と協力して活動を進められたか。 4
活動の進み具合に応じて、臨機応変に対応できたか。 4
活動終了後、活動の成果や課題についてみんなで話し合うことができたか。 4

地域の子供から高齢者まで幅広い世代の意見をきいて活動を計画することができたか。 3
活動の目的・効果を地域のみんなで共有することができたか。 4
活動に参加するみんなで話し合い活動計画を立てることができたか。 4
活動計画の目的・効果・内容などを地域住民に周知・共有できたか。
（活動の経費・理由・内容など） 4
計画段階からより多くの住民や団体が活動に参加できるような呼びかけができたか。
（広報手段・日程調整など） 4

5 No. 3
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